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(百万円未満切捨て)

１．2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益 四半期利益
親会社の所有者に

帰属する四半期利益

四半期包括利益

合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 9,045 △3.5 790 25.0 777 25.4 500 23.5 500 23.5 500 23.5
2026年３月期第１四半期 9,378 0.6 632 4.6 619 4.4 405 △1.1 405 △1.1 405 △1.1

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 45.30 44.62

2026年３月期第１四半期 36.85 36.44

（２）連結財政状態

資産合計 資本合計
親会社の所有者に
帰属する持分

親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 21,570 9,188 9,188 42.6

2026年３月期 21,164 8,893 8,893 42.0

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 ― 15.00 ― 19.00 34.00

2027年３月期 ―

2027年３月期(予想) 20.00 ― 20.00 40.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益 当期利益
親会社の所有者に

帰属する当期利益

基本的１株当たり

当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 16,800 0.1 750 8.8 725 8.7 450 3.1 450 3.1 40.74

通期 35,000 3.5 2,000 12.7 1,950 12.9 1,200 14.2 1,200 14.2 108.64
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ：有

新規 １社 （社名）株式会社ヴォーグ学園 、除外 －社（社名） －

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2027年３月期１Ｑ 11,048,188株 2026年３月期 11,045,988株

② 期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 47株 2026年３月期 47株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 2027年３月期１Ｑ 11,047,361株 2026年３月期１Ｑ 11,000,007株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に

基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関連する事項については添付資料の

３ページをご参照ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用や所得環境において改善が見られる一方、不安定な海外

情勢に伴うエネルギー価格高騰を主因とした物価上昇が継続しており、個人消費は緩やかな回復傾向に留まってお

ります。物価上昇に起因する生活防衛意識の高まりから、個人消費には慎重な姿勢も見られることや、金融政策の

変更及び読みづらい米国の通商政策などもあり、依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような環境のもと、当社グループにおきましては、TSUTAYAの書店との協業などマーケティング施策の進化を

進め、国内全雑誌における販売部数でNo.1（※）を維持し、読者数は2026年１月から2026年６月までの半年平均で

43万人（前年同期：46万人）となっております。（※出所：一般社団法人日本ＡＢＣ協会発行社レポート（2025年

下期実績））

物販におきましては、「大人の薄層化に発酵で応える」を軸としたブランド訴求が奏功したコスメで売上を伸ば

した一方、広告効率が悪かったファッションに関する新聞広告を前年比で大きく抑制したことから、前年同期比で

売上は減収、利益は増益となりました。ことせ事業においては、前年度まで収益改善のために新規顧客獲得のため

の広告投資を絞った影響でカタログ配布先が減少していることから、売上は前年同期比で減収となっております。

また新規顧客を獲得し、カタログ配布先を増やすための広告を再開していることから、利益も前年同期比で減益と

なっています。

講座・イベントでは、ハルメクeventsという専門サイトから多くのお申し込みを頂いており、イベントの種類も

多種多様なものを企画しております。以前からご好評頂いている庭園や公園で散歩をする「花さんぽ」などのほか、

前年度下期から開始した「はじめてシリーズ」が人気で、「はじめての競馬場」「はじめての健康マージャン」

「はじめての大相撲」など、定員を大幅に上回るご応募を頂いております。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上収益は、9,045百万円（前年同期比332百万円減、3.5％減）、営業

利益は、790百万円（前年同期比158百万円増、25.0％増）、税引前四半期利益は、777百万円（前年同期比157百万

円増、25.4％増）、親会社の所有者に帰属する四半期利益は、500百万円（前年同期比95百万円増、23.5％増）とな

りました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

なお、セグメント別の売上収益及びセグメント利益又は損失は社内の迅速な意思決定に資するため、会計処理の

一部について、IFRSと異なる処理を採用しております。

＜ハルメク事業＞

当第１四半期連結累計期間においては、深い顧客理解に基づく読者に寄り添った誌面作りにより、雑誌「ハルメ

ク」において国内全雑誌における販売部数No.1を維持したほか、新聞広告や店舗において新規顧客を獲得すると共

に、機能面で優れた商品をライフスタイルと共に提案した一方で、広告効率が悪く利益悪化要因となっていた新聞

広告を抑制したことから、情報コンテンツ及び物販において売上が前年同期比で減収した一方で、利益は大きく伸

長することができました。

以上の結果、売上収益は7,281百万円（前年同期比209百万円減、2.8％減）、セグメント利益は781百万円（前年

同期比167百万円増、27.2％増）となりました。

＜ことせ事業＞

当第１四半期連結累計期間においては、前年度まで収益改善のために新規顧客獲得のための広告投資を絞ったこ

とにより、カタログ送付先が一時的に減少してしまった影響からカタログ配布先が減少し、売上は前年同期比で減

収となっております。また現在は新規顧客獲得に向けた広告投資を再開していることから、新規顧客数は上向いて

きている一方で、広告投資再開により利益は前年同期比で減益となっております。

以上の結果、売上収益は1,879百万円（前年同期比180百万円減、8.7％減）、セグメント損失は44百万円（前年同

期はセグメント損失27百万円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び資本の状況

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末と比べ406百万円増加し21,570百万円となり

ました。

流動資産は397百万円増加し、8,706百万円となりました。主な要因は、営業債権が1,011百万円、棚卸資産が890

百万円増加した一方で、現金及び現金同等物が1,465百万円、その他の流動資産が40百万円減少したことによるもの

であります。

非流動資産は8百万円増加し、12,864百万円となりました。主な要因は、のれんが128百万円、その他の金融資産

が64百万円、有形固定資産が17百万円増加した一方で、使用権資産が139百万円、無形資産が54百万円、その他の非

流動資産が7百万円減少したことによるものであります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ111百万円増加し12,382百万円となり

ました。

流動負債は63百万円増加し、9,034百万円となりました。主な要因は、営業債務及びその他の債務が564百万円、

借入金が31百万円増加した一方で、未払法人所得税が403百万円、その他の流動負債が123百万円減少したことによ

るものであります。

非流動負債は48百万円増加し、3,347百万円となりました。主な要因は、借入金が79百万円、引当金が54百万円、

その他の金融負債が54百万円増加した一方で、リース負債が138百万円減少したことによるものであります。

（資本）

当第１四半期連結会計期間末における資本合計は、前連結会計年度末に比べ294百万円増加し9,188百万円となり

ました。主な要因は、剰余金の配当による209百万円の減少と、親会社の所有者に帰属する四半期利益の計上による

500百万円の増加であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、当初予想時点から大きく乖離しないものと考えており、2026年５月15日に公表

いたしました2026年３月期決算短信に記載の連結業績予想から変更はありません。



㈱ハルメクホールディングス (7119) 2027年３月期 第１四半期決算短信

4

２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

百万円 百万円

資産

流動資産

現金及び現金同等物 2,778 1,312

営業債権 1,725 2,737

棚卸資産 3,440 4,331

未収法人所得税 1 1

その他の流動資産 363 322

流動資産合計 8,308 8,706

非流動資産

有形固定資産 448 465

使用権資産 2,562 2,423

のれん 4,452 4,580

無形資産 4,851 4,796

繰延税金資産 168 168

その他の金融資産 330 395

その他の非流動資産 41 34

非流動資産合計 12,855 12,864

資産合計 21,164 21,570
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前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

百万円 百万円

負債及び資本

負債

流動負債

借入金 1,900 1,931

営業債務及びその他の債務 2,234 2,799

契約負債 2,512 2,507

リース負債 579 579

未払法人所得税 683 280

その他の流動負債 1,060 937

流動負債合計 8,971 9,034

非流動負債

借入金 ― 79

リース負債 2,058 1,919

引当金 131 185

繰延税金負債 1,081 1,081

その他の金融負債 27 81

非流動負債合計 3,298 3,347

負債合計 12,270 12,382

資本

資本金 2,098 2,100

資本剰余金 2,326 2,327

自己株式 △0 △0

その他の資本の構成要素 5 5

利益剰余金 4,463 4,754

親会社の所有者に帰属する持分合計 8,893 9,188

資本合計 8,893 9,188

負債及び資本合計 21,164 21,570
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（２）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

要約四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

百万円 百万円

売上収益 9,378 9,045

売上原価 3,974 3,709

売上総利益 5,403 5,335

販売費及び一般管理費 4,773 4,546

その他の収益 2 2

その他の費用 0 1

営業利益 632 790

金融収益 0 0

金融費用 12 14

税引前四半期利益 619 777

法人所得税費用 214 276

四半期利益 405 500

四半期利益の帰属

親会社の所有者 405 500

四半期利益 405 500

１株当たり四半期利益

基本的１株当たり四半期利益（円） 36.85 45.30

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 36.44 44.62
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要約四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

百万円 百万円

四半期利益 405 500

四半期包括利益 405 500

四半期包括利益合計の帰属

親会社の所有者 405 500

四半期包括利益 405 500
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（３）要約四半期連結持分変動計算書

前第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

合計
資本金

資本

剰余金
自己株式

その他の資本の構成要素 利益

剰余金
合計

新株予約権 合計

2025年４月１日時点の残高 2,082 2,309 △0 5 5 3,797 8,195 8,195

四半期利益 ― ― ― ― ― 405 405 405

四半期包括利益合計 ― ― ― ― ― 405 405 405

剰余金の配当 ― ― ― ― ― △219 △219 △219

株式に基づく報酬取引 0 0 ― ― ― ― 0 0

新株予約権の行使 0 0 ― △0 △0 ― 0 0

所有者との取引額等合計 0 0 ― △0 △0 △219 △218 △218

2025年６月30日時点の残高 2,083 2,310 △0 5 5 3,983 8,382 8,382

当第１四半期連結累計期間(自 2026年４月１日 至 2026年６月30日)

(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

合計
資本金

資本

剰余金
自己株式

その他の資本の構成要素 利益

剰余金
合計

新株予約権 合計

2026年４月１日時点の残高 2,098 2,326 △0 5 5 4,463 8,893 8,893

四半期利益 ― ― ― ― ― 500 500 500

四半期包括利益合計 ― ― ― ― ― 500 500 500

剰余金の配当 ― ― ― ― ― △209 △209 △209

株式に基づく報酬取引 0 0 ― ― ― ― 1 1

新株予約権の行使 0 0 ― △0 △0 ― 1 1

所有者との取引額等合計 1 1 ― △0 △0 △209 △206 △206

2026年６月30日時点の残高 2,100 2,327 △0 5 5 4,754 9,188 9,188
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（４）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

百万円 百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期利益 619 777

減価償却費及び償却費 277 282

金融費用 12 14

営業債権の増減額（△は増加） △1,137 △971

棚卸資産の増減額（△は増加） △239 △859

営業債務及びその他の債務の増減額（△は減少） 1,508 526

契約負債の増減額（△は減少） △251 △249

未払賞与の増減額（△は減少） △100 △244

その他 168 182

小計 859 △543

利息及び配当金の受取額 0 0

利息の支払額 △5 △7

法人所得税の還付額 0 －

法人所得税の支払額 △200 △684

営業活動によるキャッシュ・フロー 654 △1,234

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △49 △19

無形資産の取得による支出 △24 △68

新規連結子会社の取得による収入 ― 247

その他 △0 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △74 159

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 ― △30

長期借入金の返済による支出 ― △5

株式の発行による収入 0 1

配当金の支払額 △219 △209

リース負債の返済による支出 △145 △146

財務活動によるキャッシュ・フロー △364 △390

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 214 △1,465

現金及び現金同等物の期首残高 2,394 2,778

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,608 1,312
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（５）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

(1) 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。

当社グループは「ハルメク事業」及び「ことせ事業」の２つの事業を事業セグメント及び報告セグメントとし

ております。当社グループでは、これらの報告セグメントに属するサービスの全て又はその一部を行う単位で株

式会社として組織化しており、各セグメントに属する組織の財務情報を集計することによって、各報告セグメン

トを評価しております。

各報告セグメントに属するサービスは下記のとおりであります。

報告セグメント 主要な製品及びサービス

ハルメク事業
シニア女性向け雑誌「ハルメク」の出版・通信販売事業「ハルメク」・広告事業・イベン
ト等の文化事業・新聞単品外販・店舗等

ことせ事業 シニア女性向け通信販売事業「ことせ」・広告事業等

(2) 報告セグメントごとの売上収益、利益又は損失の金額の算定方法

報告セグメントの売上収益、利益又は損失の金額の算定方法について、連結財務諸表との主な調整の内容は以

下のとおりです。なお、セグメント情報は、社内の迅速な意思決定に資するため、会計処理の一部について、

IFRSと異なる処理を採用しております。

また、セグメント間収益は、市場価格を勘案し、価格交渉の上決定した取引価格に基づいております。

① 代理人取引の相殺消去

当社グループは、広告事業の一部として、法人顧客へ、広告取扱業者への取次を含めたコンサルティングサ

ービスを提供しております。履行義務に代理人として関与する行為が含まれている場合には、その取扱金額は

収益より控除されますが、セグメント収益の算定上、総額で記載しております。

② 収益認識時点の修正

当社グループは、通信販売事業を行っております。IFRSでは履行義務を充足した時点、すなわち、顧客に商

品を引渡した時点で収益として認識されますが、セグメント収益の算定上、商品の出荷時点で収益として認識

しております。

③ のれんの償却

IFRSでは、認識したのれんについて償却を行わず、年に一度又は減損の兆候が存在する場合にはその都度、

減損テストを行うことを要求しておりますが、セグメント利益の算定にあたっては連結子会社が会社法上認識

しているのれんについて、20年で償却した費用を計上しております。

④ 無形資産の償却

当社は企業結合により、無形資産として顧客関連資産等を認識しております。当該無形資産について見積耐

用年数に従って償却が行われますが、セグメント利益の算定にあたっては償却費を計上しておりません。

⑤ 非金融資産の減損による影響

当社は企業結合の際に、ことせ事業セグメントの使用権資産及び無形資産について減損を行っており、IFRS
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では当該減損した使用権資産及び無形資産に関連する減価償却費及び償却費が計上されておりません。セグメ

ント利益の算定においては、これらの資産にかかる賃借費用及び償却費を計上しております。

⑥ その他調整額

その他には、上記以外の調整項目が含まれております。

(3) 報告セグメントごとの売上収益、利益又は損失の金額に関する情報

前第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額 連結

ハルメク事業 ことせ事業 計

売上収益

外部収益 7,490 2,057 9,548 △170 9,378

セグメント間収益 0 2 2 △2 ―

売上収益合計 7,491 2,060 9,551 △173 9,378

セグメント利益（△は損失） 614 △27 586 43 629

連結のセグメント利益は、要約四半期連結損益計算書上の売上総利益から販売費及び一般管理費を除いた金額であります。

当第１四半期連結累計期間(自 2026年４月１日 至 2026年６月30日)

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額 連結

ハルメク事業 ことせ事業 計

売上収益

外部収益 7,281 1,872 9,153 △108 9,045

セグメント間収益 0 7 7 △7 ―

売上収益合計 7,281 1,879 9,161 △116 9,045

セグメント利益（△は損失） 781 △44 736 53 789

連結のセグメント利益は、要約四半期連結損益計算書上の売上総利益から販売費及び一般管理費を除いた金額であります。
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(4) 報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

① 売上収益

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

報告セグメント計 9,551 9,161

調整額

セグメント間取引消去 △2 △7

①代理人取引の相殺消去 △19 △23

②収益認識時点の修正 △86 △61

⑥その他調整額 △64 △23

調整額合計 △173 △116

売上収益 9,378 9,045

② セグメント利益から税引前利益への調整表

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

報告セグメント計 586 736

調整額

②収益認識時点の修正 △47 △37

③のれんの償却 100 100

④無形資産の償却 △72 △72

⑤非金融資産の減損による影響 2 0

⑥その他調整額 60 62

調整額合計 43 53

合計 629 789

その他の収益 2 2

その他の費用 0 1

営業利益 632 790

金融収益 0 0

金融費用 12 14

税引前四半期利益 619 777

(5) 製品及びサ－ビスに関する情報

「(3) 報告セグメントごとの売上収益、利益又は損失の金額に関する情報」の中で同様の開示をしているため、

記載を省略しております。

(6) 地域に関する情報及びセグメントごとの資産の金額に関する情報

当社グル－プにおける売上収益は全て本邦のものであり、また、当社グル－プの非流動資産は全て本邦にある

ことから、地域ごとの情報は省略しております。

(7) 主要な顧客に関する情報

単一の外部顧客との取引による売上収益が当社グル－プの売上収益の10%を超えるものはありません。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。


